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トピックストピックス

小倉会長

第４９回運転者技能競技会

　７月５日（土）、茨城県警察運転免許センター（東
茨城郡茨城町）において、第４９回運転者技能競技
会が茨城県警察本部並びに関東運輸局茨城運輸支局
の後援で開催されました。
　学科・運転・点検の競技を実施し、参加者は日頃
の業務の成果を競いました。
　小倉邦義会長は「今日は、プロドライバーとして持てる力を十分に発揮してほしい」
と激励しました。
　一般部門１１トンクラスに７名、４トンクラスに７名、トレーラ部門に３名、女性
部門に１名が出場し、総合成績が最も優秀な選手に贈られる茨城県警察本部長と茨城
県トラック協会長連名による最優秀賞は、一般部門１１トンクラスで優勝した木村昌
浩選手（ロジスティード東日本㈱土浦輸送営業所）が受賞されました。
　茨城運輸支局長と茨城県トラック協会長連名による事業所表彰は、ロジスティード
東日本㈱土浦輸送営業所が受賞されました。おめでとうございます。
　上位成績は次のとおりです。（敬称略）

　【一般部門　１１トンクラス】
　　第１位　　木村　昌浩　　ロジスティード東日本㈱土浦輸送営業所
　　第２位　　橋本　裕之　　㈱ナルキュウ東部茨城営業所
　　第３位　　沼田　輝彦　　ロジスティード東日本㈱日立輸送営業所

　【一般部門　４トンクラス】
　　第１位　　鈴木　拓也　　西濃運輸㈱日立支店
　　第２位　　山口　稔雄　　西濃運輸㈱龍ヶ崎支店
　　第３位　　山中　一也　　セイノースーパーエクスプレス㈱鹿島営業所

　【トレーラ部門】
　　第１位　　野口　佐知雄　センコー㈱茨城支店茨城車輌センター
　　第２位　　増子　和希　　㈱山菱トランスポート日立営業所

　【女性部門】
　　第 1 位　　坂本　美由紀　セイノースーパーエクスプレス㈱鹿島営業所

　【最優秀賞】（茨城県警察本部長・茨城県トラック協会長連名表彰）
　　　　　　　木村　昌浩　　ロジスティード東日本㈱土浦輸送営業所

　【事業所表彰】（茨城運輸支局長・茨城県トラック協会長連名表彰）
　　　　　　   ロジスティード東日本㈱土浦輸送営業所
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勝家茨城運輸支局長青柳茨城県警察本部交通部長 競技風景（点検）

競技風景（運転） 受賞者の記念撮影

第２回茨城県持続可能なトラック物流構築のための研究会

チャリティーゴルフ募金寄付

　７月２４日（木）、茨城県トラック総合会館において、第２回茨城県持続可能なトラッ
ク物流構築のための研究会を開催しました。
　最初に、茨城県産業戦略部中小企業課より、令和７年度「物流事業者業務効率化支
援事業」における事業者へのヒアリング内容の紹介（本誌Ｐ２8 参照）をしました。
　その後、流通経済大学流通情報学部の大島弘明教授より「持続可能なトラック物流
構築に向けたアンケート調査」の結果について説明をいただきました。アンケート結
果を踏まえ、県内事業者の大半がトラック保有５０台以下の中、業務の効率化、事業
承継及び人材確保等にどう取り組むか協議しました。
　次回は、戦略的Ｍ＆Ａ及び事業継承等について協議する予定です。

　第２２回茨ト協チャリティーゴルフ大会（６月３
日実施）におけるチャリティー募金３７２, ５３６
円を、交通遺児支援金として７月１７日（木）、公益

　なお、上位入賞者のうち、茨城県トラック協会を代表して１０月２５日（土）、
２６日（日）に安全運転中央研修所（ひたちなか市）で行われる第５７回全国トラッ
クドライバー・コンテストに、１１トン部門へ木村昌浩選手、４トン部門へ鈴木拓也
選手、トレーラ部門へ野口佐知雄選手が、それぞれ出場することに決定いたしました。
　皆様のご健闘をお祈り申し上げます。
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財団法人交通遺児等育成基金及び公益財団法人茨城新聞文化福祉事業団に寄付しまし
た。
　参加者の皆さま、ありがとうございました。

令和７年高速道路夏の交通事故防止県民運動周知キャンペーン

適齢ドライバー研修

　７月１２日（土）、常磐自動車道下り友部 SA において、茨城県高速道路交通警察
隊をはじめ、ネクスコ東日本及び茨城県高速道路交通安全協議会の合同による令和７
年高速道路夏の交通事故防止県民運動周知キャンペーンが行われました。　
　キャンペーン冒頭の挨拶で、茨城県高速道路交通安全協議会の小倉会長は「夏休み
に向けて交通量も増加していく中、１５日から夏の交通事故防止県民運動が始まる。
暑さに十分注意しながら、高速道路利用者に交通事故防止を呼び掛けてもらいたい」
と述べました。
　続いて、川上栄司高速隊長及び増渕善明ネクスコ東日本関東支社管理事業部道路管
制センター長から挨拶をいただきました。
　当日は茨城県警察音楽隊によるミニコンサート、交通安全啓発グッズや「茨城県高
速道路必ず休もう運動」に伴う無料飲み物チケットの配布に加え、「酷暑を乗り切る
ように」とアイスキャンディーを安全運転を呼び掛けながら利用者に手渡して盛り上
げました。

　７月１８日（金）、茨城県トラック総合会館におい
て、適齢ドライバー研修を開催し、２５名が参加しま
した。
　とちぎ安全教育センター㈱に講師をお願いし、「適
齢ドライバーの心と身体について」「自動車教習所の
高齢者講習から見える５年前・現在・５年後の安全運転ドライバーについて」「統括
運行管理者から見た、加齢がドライバーに及ぼす影響について」など、加齢による注
意すべき内容を様々な業種の視点から具体的に解説していただきました。
　参加者は、最後まで真剣に受講していました。
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プラン２０２５目標達成（フル）セミナー

熱中症対策講習会

　７月２５日（金）、茨城県トラック総合会館におい
て、プラン２０２５目標達成（フル）セミナーを開催
し、１５社２０名が参加しました。
　セミナーでは、ＳＯＭＰＯリスクマネジメント㈱の
福田雅之氏を講師に、追突事故や交差点事故の原因、
事故防止対策について解説をいただきました。
　受講者は、「事故防止対策は事業者、管理者、ドラ
イバーのそれぞれの立場で対策に取り組むことが重
要」との説明に熱心に耳を傾けていました。
　また、グループディスカッションを通して各社の事
故防止対策について情報交換を行いました。

　陸災防茨城県支部（小倉邦義支部長）は ７月１３
日 ( 日 ) 、大洗磯前神社（東茨城郡大洗町）境内の会
議室において、菱幸運輸㈱からの要請による熱中症対
策講習会を開催し、４０名が参加しました。
　今年度より、熱中症による労働災害防止対策を盛り
込んだ「労働安全衛生規則の一部を改正する省令」が令和７年４月 15 日に公布され、
同年６月１日から施行されたことを踏まえて実施しました。
　講習会では、陸上貨物運送事業労働災害防止協会安全管理士の大下晃氏より、「熱
中症対策」について詳しく説明をしていただきました。

委員会・部会だより

　７月１６日 ( 水）、ホテルレイクビュー水戸におい
て、第１回経営改善委員会を開催し、下記議題につ
いて協議し、原案のとおり承認されました。

　【議題】
　（１）正・副委員長の選任について

【経営改善委員会】（塙正明委員長）
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　（２）令和７年度委員会事業について
　(３) 令和７年度各種講習会の開催について
　（４）「運送申込・書面化アプリ」テスト運用について
　(５) その他
　　　①令和７年度助成事業の概要について
　　　②安全運転中央研究所申込状況について
　　　③事業用トラックが第１当事者となる事故件数について
　　　④レインボーウェイについて

　また、正・副委員長の選任については以下のとおり決定しました。
　　　　　
　　　　委  員 長　塙　　正明　氏　ハナワ物流㈱　　　　 　（留任）
　　　　副委員長　大久保文雄　氏　㈱トマト　　　　　　　（留任）
　　　　　 〃 　　 本橋　高志　氏　㈲サンロジスティックス（新任）

　７月１７日 ( 木）、ホテルレイクビュー水戸において、第１回広報委員会を開催し、
下記議題について協議し、原案のとおり承認されました。

　【議題】
　(１）正・副委員長の選任について
　（２）令和７年度委員会事業について
　(３) 令和７年度新聞広告事業について
　(４) 「トラックの日」ＰＲ事業について
　(５) その他
　　　①令和７年度助成事業の概要について
　　　②令和７年度各種講習会の開催について
　　　③事業用トラックが第 1 当事者となる事故件数について
　　　④安全運転中央研究所申込状況について

　また、正・副委員長の選任については以下のとおり決定しました。
　　　　
　　　　委　員　長　小倉　重則　氏　三共貨物自動車㈱　（留任）
　　　　副委員長　小林　一之　氏　日立地区通運㈱　　（留任）
　　　　　 〃 　　 鶴田　賢司　氏　常陽運送㈱　　　　（新任）

　７月２８日（月）、ホテルレイクビュー水戸において、令和７年度通常総会を開催し、
下記議題について審議し、原案のとおり承認されました。

【広報委員会】（小倉重則委員長）

【重量部会】（佐々木幸一部会長）
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　【議題】
　（１）令和６年度事業報告（案）並びに収支決算書
　　　（案）について
　（２）令和７年度事業計画（案）並びに収支予算書
　　　（案）について
　（３）任期満了に伴う役員改選について

　総会終了後、栃木県トラック協会重量部会（齋藤
潔部会長）との合同研修会を開催しました。協同組
合アツリュウ専務理事の礎司郎氏に講師をお願いし、

「大型・特殊車両に係る最近の法令・通達改正状況」
について講演いただきました。
　また、懇親会を行い、会員相互の交流を図ること
が出来ました。

　＜関東ブロック女性協議会第１回役員会＞
　７月１１日（金）、茨城県トラック総合会館におい
て、関東ブロック女性協議会の令和７年度第１回役員
会をＷｅｂにて実施しました。
　下記議題について審議し、承認されました。

　【議題】
　（１）令和６年度第６回研修会（茨城）収支報告書について
　（２）令和６年度事業報告書（案）、収支決算書 ( 案 ) について
　（３）令和７年度事業計画書（案）、収支予算書 ( 案 ) について
　（４）役員の選任について（案）
　（５）令和７年度第７回研修会（山梨）について
　（６）その他

　＜交通事故防止教室＞
　７月１５日（火）、稲敷警察署による稲敷市立認定
こども園えどさき（稲敷市）の交通事故防止教室に参
加しました。
　園児の皆さんは、歩行ルールや横断歩道の渡り方に
ついて熱心に聞いていました。　
　今後も女性部会では 、未来ある子供たちが交通事
故に遭わないよう、交通安全を呼びかけていきます。

【女性部会】（飯島智佳子部会長）
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引越基本講習会の開催について引引越越基基本本講講習習会会のの開開催催ににつついいてて

利用者サービスのレベルアップを図ることを目的とした引越基本講習会を下記のとおり開催い

たしますので、引越業務に携わる方は、受講いただきますようご案内申し上げます。

なお、本講習は、「引越事業者優良認定制度」の認定要件の一つとなっている引越管理者講習を

受講するために必要な講習となっております。

記

 日 時 令令和和７７年年９９月月２２４４日日（（水水））１１００時時００００分分～～１１６６時時００００分分（（予予定定））

受付 ９時３０分～９時５０分

 場 所 茨城県トラック総合会館 研修室

水戸市見川町２４４０－１

ＴＥＬ ０２９－３０３－６３６３

 受講対象者 引越業務実務経験者（予定される方も含む）

 講習内容 引越業界の現状等について 標準引越運送約款の解説等について

 申込方法 Ａ 引越基本講習 申込書兼受講票 に必要事項を記入後、９９月月１１００日日 水水

までに、茨城県トラック協会 ＦＡＸ０２９ ２４３ ５９３６ へお申込み

ください。

 受 講 料 協 会 員：２２，，００００００円 非協会員：３３，，５５００００円

※県外事業者・営業所の申込みも受付いたしますが非非会会員員扱扱いいとなります。

９９月月１１１１日日 木木 ままででにに前前納納 振振込込等等 ををおお願願いいししまますす。。

ななおお、、入入金金確確認認等等ののたためめ、、前前納納後後、、下下記記問問合合せせ先先へへ連連絡絡をお願いします。

振込先 常陽銀行 本店営業部 普通預金 ０５２２７２３

シャ） イバラキケントラックキョウカイ

一般社団法人 茨城県トラック協会

※振込手数料は、ご負担願います。

 持 ち 物 筆記用具（講習最後にテストを行いますので、赤ペンもご持参下さい。）

※問合せ先 茨城県トラック協会 業務部 猪瀬

電話：０２９－３０３－６３６３
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協会だより適正化だより協会だより

〔様式１〕

トラック協会 協会コード

※所属協会名を記入して下さい。 ※どちらかに○を付けて下さい

 ※ふりがなを必ず記入して下さい。

 ② 生年月日  ※西暦で記入して下さい。

③ 性　別  ※どちらかに○をして下さい。

　　　④ 事業所名

⑤ 宣伝している名称

都道府県

⑦ 電話番号・ＦＡＸ 　　  　　－  　－ － －

　※受講者本人と連絡のつく事業所の電話番号・ＦＡＸ番号を市外局番から記入して下さい。

令 和 年 月 日
県

　(１) 写真付き証明書の写しについて　
　　・免許証の写しを貼り付けて下さい。

　　・免許証のない方は、社員証などでお願いいたします。
　　　（その際は、顔が判別できる写しを添付して下さい。）

　(２) 当日持参して頂くもの
　　　□　筆記用具

　　※当日確認テストを行います。

　　　自己採点用の赤ペンもご用意下さい。

受講地

公益社団法人全日本トラック協会

 ※（例）
○○引越センター等
無ければ空欄で。

 ※通常のパソコンで表示できる範囲の漢字を使用して下さい。

※提出いただいた個人情報については、引越講習修了証発行に係る業務以外には
　使用致しません。また、この書類は返却致しませんのでご了承下さい。

茨城

　　　⑥ 事業所住所
〒　　　－　　　

受講日

　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

男　性　　　・　　女　性

会社名 営業所／支店名
 ※正式名称で記入して
下さい。

① 氏　名

せい めい
姓 名

協会員　 ・　 非協会員

ＮＯ．

（Ａ）引越基本講習　〔申込書 兼 受講票〕 

受講コード
(個人コード)

※受講者本人が、記載漏れの無いよう太枠内①～
⑦に記入して下さい。証明書は以下の点線枠内
へ必ず貼り付けて下さい。

証明書はこちらに貼り付けて下さい。
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協会だより協会だより

引越管理者講習会の開催について引引越越管管理理者者講講習習会会のの開開催催ににつついいてて

利用者サービス向上を目的とした引越管理者講習会を下記のとおり開催いたしますので、該当さ

れる方は、受講いただきますようご案内申し上げます。

なお、本講習は、引引越越事事業業者者優優良良認認定定制制度度のの認認定定要要件件のの一一つつととななっってておおりり、引越に関わる全ての

事業所に１名以上在籍させる必要がございます。

記

 日 時 令令和和７７年年９９月月２２５５日日（（木木））１１００時時００００分分～～１１６６時時００００分分（（予予定定））

受付 ９時３０分～９時５０分

 場 所 茨城県トラック総合会館 研修室

水戸市見川町２４４０－１

ＴＥＬ ０２９－３０３－６３６３

受講対象者 平成 年度以降の全ト協統一形式引越基本講習を受講された方

※ 年度以前の引越管理者講習修了者の方は更新 再受講 が必要になります

講習内容 標準引越運送約款の改正について 家電４品目等の処分について

紛失、損傷、遅延に係わる賠償の対応について（グループ討議）

申込方法 Ｂ 引越管理者講習 申込書兼受講票 に必要事項を記入後、９９月月１１００日日 水水

までに、茨城県トラック協会 ＦＡＸ０２９ ２４３ ５９３６ へお申込み

ください。

受 講 料 協 会 員：２２，，００００００円 非協会員：３３，，５５００００円

※県外事業者・営業所の申込みも受付いたしますが非非会会員員扱扱いいとなります。

９９月月１１１１日日 木木 ままででにに前前納納 振振込込等等 をお願いします。

ななおお、、入入金金確確認認等等ののたためめ、、前前納納後後、、下下記記問問合合せせ先先へへ連連絡絡をお願いします。

振込先 常陽銀行 本店営業部 普通預金 ０５２２７２３

シャ） イバラキケントラックキョウカイ

一般社団法人 茨城県トラック協会

※振込手数料は、ご負担願います。

持 ち 物 □ 筆記用具 □ 顔写真 別紙指定サイズ参照

□ 名刺（複数枚） □ 自社で使用している見積書（様式）

問合せ先 茨城県トラック協会 業務部 猪瀬

電話：０２９－３０３－６３６３
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〔様式２〕

トラック協会 協会コード

※所属協会名を記入して下さい。 ※どちらかに○を付けて下さい

 ※ふりがなを必ず記入して下さい。

② 生年月日  ※西暦で記入して下さい。

③ 性　別  ※どちらかに○をして下さい。

　　　④ 事業所名

⑤ 宣伝している名称

都道府県

⑦ 電話番号・ＦＡＸ 　　  　　－  　－ － －

　※受講者本人と連絡のつく事業所の電話番号・ＦＡＸ番号を市外局番から記入して下さい。

令 和 年 月 日
県

(１) 写真付き証明書の写しについて　　

協会員　 ・　 非協会員

ＮＯ．

（B）引越管理者講習　〔申込書 兼 受講票〕 

受講コード
(個人コード)

① 氏　名

せい めい
姓 名

　〒　　　－　　　

受講日

          　　　　　年　　　　　月　　　　　日

男　性　　　・　　女　性

会社名 営業所／支店名
 ※正式名称で記入して
下さい。

受講地

（公社）全日本トラック協会

 ※（例）
○○引越センター等
無ければ空欄で。

 ※通常のパソコンで表示できる範囲の漢字を使用して下さい。

※提出いただいた個人情報については、引越講習修了証発行に係る業務以外には
　使用致しません。また、この書類は返却致しませんのでご了承下さい。

茨城

　　　⑥ 事業所住所

※受講者本人が、記載漏れの無いよう太枠内①～
⑦に記入して下さい。証明書は以下の点線枠内
へ必ず貼り付けて下さい。

・前回受講時の講習修了証をお持ちの方は、
その写しを貼り付けて下さい。

・講習修了証を紛失等でお持ちでない方は、
免許証の写しを貼り付けて下さい。

・免許証のない方は、社員証などでお願いいたします。
（その際は、顔が判別できる写しを添付してください）

証明書はこちらに貼り付けて下さい。
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(２) 当日持参して頂くもの

　□　筆記用具

　□　修了証用顔写真

※下記指定サイズの写真をご用意下さい。（サイズ外だと修了証が作成できません。）

※写真の裏に必ず会社名、氏名、を記入し、指定サイズに切り取ってお持ち下さい。

(写真に凹凸がでないように注意！）

　□　名刺

※グループ討議の際、名刺交換致しますので複数枚ご持参下さい。

　□　引越講習テキスト

※前日基本講習を受講されている方は基本講習で使用したテキストをご持参下さい。

(３) 申込みに伴う注意点
【修了証用顔写真について】
　・無帽無背景、かつ鮮明な写真。

　・被写体は、申請者本人のみ、正面、肩口まで写っているもの。

　・運転免許サイズ（縦：3.0cm×横：2.4cm）

　・頭の上を必ず5mm程度空けること。

　・６ヶ月以内に撮影されたもの。
　・白黒不可。

程度

顔顔写写真真はは修修了了証証作作成成にに使使用用致致ししまますす。。
顔顔写写真真はは当当日日ごご持持参参頂頂きき、、そそのの場場でで修修了了証証をを作作成成致致ししまますす。。

そそのの為為、、当当日日写写真真のの提提出出ががなないい場場合合、、講講習習会会受受講講ををおお断断りりすするる場場合合ががごござざいいまますす。。
ままたた、、指指定定さされれたたササイイズズ以以外外のの写写真真はは受受付付出出来来まませせんんののででごご注注意意下下ささいい。。

次次回回受受講講時時期期

平平成成〇〇〇〇年年

協会だより
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管管理理者者向向けけ教教育育研研修修会会のの開開催催ににつついいてて

貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針の

項目・内容の追加、初任運転者に対する教育時間の内容などが改正され各事業所におい

て指導監督を実施して頂いていると思いますが、近年の国土交通省の監査において指導

教育不十分との指摘が多く発生しております。

そこで、茨城県トラック協会では管理者向けの標記研修会を下記日程により開催いた

します。参加ご希望の方は、申込書をご記入の上、開催日の１０日前までにＦＡＸまた

は、セミナー予約システム『 』にてお申込み下さい。

記

 
１ 開催日時

開 催 日 実施時間

第１回
【基礎編】令和７年９月１６日 火

【応用編】令和７年９月１７日 水

９時～１６時

受付８時３０分より

※研修会は基本【基礎編】【応用編】の２日受講となります。片方のみ受講はできません。

※応用編は、屋外での実技もありますので手袋・雨具・防寒具等は各自でご用意ください。

２ 場 所 茨城県トラック総合会館 研修室

３ 内 容

国土交通省告示１３６６号に基づく、運転者に対し行う指導内容及び指導方法につ

いて解説、各社で行う月々の乗務員教育及び初任運転者特別教育にお役立て頂けます。

運転者教育についてお悩みの方、指導方法が分からない方、より良い指導方法をお探

しの方などこの機会に是非ご参加下さい。

４．受講者枠 ３０名 ※定員になり次第締め切り

５．注意事項

・県内の感染症発生状況により、中止になる場合がございます。

・昼食は、各自準備願います。

６．問合せ先

茨城県トラック協会 業務部 飯島・中村 電話：０２９－３０３－６３６３

管理者向け教育研修会の開催について
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管管理理者者向向けけ教教育育研研修修会会参参加加申申込込書書

令和 年 月 日

茨城県トラック協会 あて

ＦＡＸ：０２９－２４３－５９３６

受講希望日
※希望日に〇を
つけてください

開 催 日

【基礎編】令和７年９月１６日 火

【応用編】令和７年９月１７日 水

会社・営業所名

住 所 〒

ＴＥＬ・ＦＡＸ

ｍａｉｌアドレス

参加者名

氏 名 役職

参加者名

氏 名 役職
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令和７年度健康管理セミナーの開催について
～改訂版「健康起因事故防止マニュアル」と健康経営の解説～

令和７年度健康管理セミナー

～改訂版「健康起因事故防止マニュアル」と健康経営の解説について～

の開催について

ドライバーに健康で長く働いてもらうために、本セミナーでは定期健康診断の結果

からハイリスク者を見つけ、確実にフォローアップすることが重要であることを理解

し、全日本トラック協会が作成した改訂版「健康起因事故防止マニュアル」に基づ

き、「運輸ヘルスケアナビシステムⓇ」を活用した健康診断結果のフォローアップの

手法を学びます。また、定期健康診断結果をフォローアップし従業員の健康を確保す

る取り組みが人材確保・定着、組織の活性化や生産性の向上等の効果をもたらす「健

康経営」につながることについても併せて説明いたします。

さらに、高齢ドライバーにおける健康と安全対策のポイントや、睡眠時無呼吸症候

群（ ）対策の基本的な知識についても学び、健康管理対策の充実強化を図ること

といたします。

つきましては、参加ご希望の方は、申込書にご記入の上、９９月月２２４４日日 水水 までにＦ

ＡＸ、またはセミナー予約システム にて必要事項

を入力の上、お申込み下さい。

記

日 時 令和７年１０月７日（火） １３時３０分～１６時００分

場 所 茨城県トラック総合会館 研修室

内 容 １ 定期健康診断の有効活用と健康経営への活かし方

２ 睡眠時無呼吸症候群 対策の基本的知識

３ 高齢ドライバーと運転業務

講 師 ＮＰＯ法人 ヘルスケアネットワーク 副理事長 作本 貞子 氏

保健師 黒田 悦子 氏

受講対象者 経営者及び運行管理者等

受講者枠 ３０名（先着順。定員になり次第、締め切ります。）

携 行 品 筆記用具

注意事項 ・受講当日のマスク持参・着用は個人の判断にお任せしております。

※２０２６年度Ｇマーク申請及び更新時の加点対象のセミナーとなります。

管理者 点、運転者 点

◆問合せ先 茨城県トラック協会 業務部 猪瀬

電話：０２９－３０３－６３６３

令和７年度健康管理セミナー

～改訂版「健康起因事故防止マニュアル」と健康経営の解説について～

の開催について

ドライバーに健康で長く働いてもらうために、本セミナーでは定期健康診断の結果

からハイリスク者を見つけ、確実にフォローアップすることが重要であることを理解

し、全日本トラック協会が作成した改訂版「健康起因事故防止マニュアル」に基づ

き、「運輸ヘルスケアナビシステムⓇ」を活用した健康診断結果のフォローアップの

手法を学びます。また、定期健康診断結果をフォローアップし従業員の健康を確保す

る取り組みが人材確保・定着、組織の活性化や生産性の向上等の効果をもたらす「健

康経営」につながることについても併せて説明いたします。

さらに、高齢ドライバーにおける健康と安全対策のポイントや、睡眠時無呼吸症候

群（ ）対策の基本的な知識についても学び、健康管理対策の充実強化を図ること

といたします。

つきましては、参加ご希望の方は、申込書にご記入の上、９９月月２２４４日日 水水 までにＦ

ＡＸ、またはセミナー予約システム にて必要事項

を入力の上、お申込み下さい。

記

日 時 令和７年１０月７日（火） １３時３０分～１６時００分

場 所 茨城県トラック総合会館 研修室

内 容 １ 定期健康診断の有効活用と健康経営への活かし方

２ 睡眠時無呼吸症候群 対策の基本的知識

３ 高齢ドライバーと運転業務

講 師 ＮＰＯ法人 ヘルスケアネットワーク 副理事長 作本 貞子 氏

保健師 黒田 悦子 氏

受講対象者 経営者及び運行管理者等

受講者枠 ３０名（先着順。定員になり次第、締め切ります。）

携 行 品 筆記用具

注意事項 ・受講当日のマスク持参・着用は個人の判断にお任せしております。

※２０２６年度Ｇマーク申請及び更新時の加点対象のセミナーとなります。

管理者 点、運転者 点

◆問合せ先 茨城県トラック協会 業務部 猪瀬

電話：０２９－３０３－６３６３



─16─

行政等だより協会だより

茨城県トラック協会 業務部 宛

ＦＡＸ：０２９－２４３－５９３６

令和７年 月 日

令和７年度健康管理セミナー

～定期健康診断のフォローアップの手法と、ドライバーの高齢化について～

参加申込書

会社名・営業所名

会社所在地

〒

電話番号 番号

メールアドレス

所属・役職

受講者

①

受講者

②

氏 名

事事前前にに質質問問ががあありりままししたたららごご記記入入くくだだささいい

〈〈締締 切切 日日〉〉 令令和和７７年年９９月月２２４４日日（（水水曜曜日日））

※※たただだしし、、定定員員ににななりり次次第第、、締締めめ切切ららせせてていいたただだききまますす。。
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流流通通経経済済大大学学＜＜２２００２２６６年年度度＞＞  

総総合合型型選選抜抜エエンントトリリーー型型（（各各種種団団体体推推薦薦））制制度度ににつついいてて（（全全トト協協推推薦薦枠枠））  
 
 

物流関係の教育・研究に力を入れている流通経済大学（本部：茨城県龍ケ崎市）

では、２０２６年度（令和８年度）入学試験においても、全ト協からの推薦を実施

することとなりました。

２０２６年度推薦入試は、「総合型選抜エントリー型」方式にて行われます。

詳細は、別添をご参照頂き、受験希望者は別紙受験申請書を当協会までＦＡＸに

てご送付願います。

【入試（試験）についての問合せ先】

〇流通経済大学

・龍ヶ崎キャンパス入試センター（℡： ： ）

〒 茨城県龍ヶ崎市１２０

・新松戸キャンパス入試センター（℡： ： ）

〒 千葉県松戸市新松戸３－２－１

【推薦枠についての問合せ先】

〇 公社 全日本トラック協会 経営改善事業部（℡： ）

※本件についての問合せ先

茨城県トラック協会 総務部

電話 ０２９－３０３－６３６３

 

流通経済大学＜２０２６年度＞
総合型選抜エントリー型（各種団体推薦）制度について【全ト協推薦枠】
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（別添） 
年 月 日  

 
一般社団法人 茨城県トラック協会 行 
ＦＡＸ ０２９－２４３－５９３６ 

 
申請者 
事業者名  
代表者 ㊞ 
ご担当者：  

 
 

流通経済大学＜２０２６年度＞ 
総合型選抜エントリー型 全ト協推薦枠受験申請書 

 
○ 志願者について 
 

住 所（書類等送付先） 
〒 － ＴＥＬ （ ） 

 
 
氏 名（ふりがな） 男・女 
 
生年月日（西暦） 年 月 日 
 
高校名 高等学校 科 年 月卒業（見込み） 
 
 

○ 保護者について 
 

 （一社）茨城県トラック協会 会員事業者 
 

 事業所名  
 

 役職名・氏名 受験者との続柄  
 
 
 ※※ 志願者が複数いる場合は、この用紙をコピーして使用してください。 
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流通経済大学＜２０２６年度＞ 

総合型選抜エントリー型（各種団体推薦）制度について（全ト協推薦枠） 

 
＜募集学部＞ 

・経済学部（経済学科、経営学科） 
・共創社会学部（地域人間科学科、国際文化ツーリズム学科） 
・流通情報学部（流通情報学科） 
・法学部（法律学科、自治行政学科） 
・スポーツ健康科学部（スポーツ健康科学科、スポーツコミュニケーション学科） 
 
＜出願資格＞ 

流通経済大学を第一志望とし、次のいずれかに該当する者 
①高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者または２０２６年３月卒業見込みの者 
②通常の課程による１２年の学校教育を修了した者または２０２６年３月修了見込みの者 
③学校教育法施行規則第１５０条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力 
があると認められる者または２０２６年３月３１日までにこれに該当する見込みの者 
④上記のいずれかに該当する者で、各都道府県トラック協会会員事業者の関係者 
 
＜出願について＞ 

①出願方法、入学試験については、添付のチラシ、流通経済大学の HP をご確認ください。

またご不明な点は、下記入試センターにお問い合わせください。 
【流通経済大学 入試情報 HP】 https://www.rku.ac.jp/with/admissions/ao/entry/ 
②当協会の推薦書については、「全ト協推薦枠受験申請書」を提出いただいた後、受験希望

者へ郵送いたします。受験希望者は、エントリーシート、推薦書等出願書類を流通経済

大学へ郵送してください。 
③エントリーシート、推薦書等出願書類提出後は、大学の指示に従って、試験の手続きを

進めてください。 

 
＜２０２６年度＞総合型選抜エントリー型日程＞ 

 出願期間 試験日 合格発表 

１ 9/1(月)～9/26(金) 10/4(土) 11/1(土) 

２ 9/1(月)～10/10(金) 10/18(土) 11/1(土) 

３ 9/1(月)～10/31(金) 11/8(土) 11/13(木) 

４ 9/1(月)～11/14(金) 11/22(土) 11/27(木) 

５ 9/1(月)～12/5(金) 12/13(土) 12/18(木) 

６ 9/1(月)～2026.1/23(金) 2026.2/2(月) 2026.2/6(金) 

７ 9/1(月)～2026.2/17(火) 2026.2/28(土) 2026.3/4(水) 

※試験日は、エントリーの進捗状況により決定します。 
※試験会場は、龍ケ崎キャンパスになります。 
※詳細は、別紙「総合型選抜エントリー型（各種団体推薦）制度のお知らせ」をご参照く

ださい。 
 
【入試（試験）についてのお問い合わせ】 
○流通経済大学 

・新松戸キャンパス入試センター（TEL：047-340-0293 FAX：047-340-0295） 
  〒270-8555 千葉県松戸市新松戸３－２－１ 
・龍ケ崎キャンパス入試センター（TEL：0297-60-1156  FAX：0297-64-9060） 
  〒301-8555 茨城県龍ケ崎市１２０ 

以上 
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～この度、茨城県トラック協会では、関彰商事株式会社様において会員限定の専用相談窓口を令和５年１月

15日より開設しました。～

茨城県トラック協会会員限定

デジタル化相談窓口開設

令和

こんなお悩みございませんか。

◆ 事務所にインターネットを繋ぎたい！

◆ メールアドレスを作りたい！

◆ パソコンが欲しい！

◆ 業務効率化のためのシステムを導入したい！

◆ システムをクラウド化していきたい！

◆ 事務所のセキュリティを強化したい！

でも、どこに相談していいかわからない、、、、

お気軽にご相談ください！！
～相談料は無料です。～

ご連絡先
関彰商事株式会社
関彰サポートセンター（フリーダイヤル）

TEL：0120-258-569

※注意事項

⚫ お電話いただく際は、会社名と茨城県トラック協会の会員であ

る旨をお伝えください。

⚫ 内容によっては後日ご訪問させていただく場合がございます。

⚫ PC障害等の対応は出来かねます。

⚫ 受付時間：平日 9:00～17:00（土・日・祝日・祭日は除く）

～この度、茨城県トラック協会では、関彰商事株式会社様において会員限定の専用相談窓口を令和５年１月

15日より開設しました。～

茨城県トラック協会会員限定

デジタル化相談窓口開設

令和

こんなお悩みございませんか。

◆ 事務所にインターネットを繋ぎたい！

◆ メールアドレスを作りたい！

◆ パソコンが欲しい！

◆ 業務効率化のためのシステムを導入したい！

◆ システムをクラウド化していきたい！

◆ 事務所のセキュリティを強化したい！

でも、どこに相談していいかわからない、、、、

お気軽にご相談ください！！
～相談料は無料です。～

ご連絡先
関彰商事株式会社
関彰サポートセンター（フリーダイヤル）

TEL：0120-258-569

※注意事項

⚫ お電話いただく際は、会社名と茨城県トラック協会の会員であ

る旨をお伝えください。

⚫ 内容によっては後日ご訪問させていただく場合がございます。

⚫ PC障害等の対応は出来かねます。

⚫ 受付時間：平日 9:00～17:00（土・日・祝日・祭日は除く）
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【再
発
防
止
策
】

〇
適
切
な
労
務
管
理
の
徹
底

・
改
善
基
準
告
示
を
厳
守
し、
運
転
者
の
疲
労
を
蓄
積
させ

な
い
運
行
計
画
を
作
成
す
る
こと
。（

トラ
ック
）

・
行
政
か
ら受

け
た
改
善
指
示
は
、指

示
を
受
け
た
営
業
所
に
とど
め
ず
、全

営
業
所
で
共
有
す
る
こと
。（

トラ
ック
）

○
運
転
者
に
対
す
る
指
導
監
督
の
徹
底

・
前
方
不
注
視
の
危
険
性
を十

分
理
解
させ

、前
方
不
注
視
に
つ
な
が
る
運
転
を
行
わ
な
い
よ
う指

導
教
育
を

徹
底
す
る
こと
。（

トラ
ック
）

・
夜
間
の
運
行
に
お
い
て
生
じる
様
々
な
危
険
に
つ
い
て
、危

険
予
測
訓
練
の
手
法
を
用
い
る
こと
に
よ
り理

解
を
深
め
させ

、常
に
前
方
や
周
囲
の
交
通
状
況
に
気
を
配
る
よ
う徹

底
す
る
こと
。（

トラ
ック
）

・
車
両
が
故
障
した
とき
や
緊
急
停
車
した
とき
の
適
切
な
対
応
に
関
す
る
指
導
を
徹
底
す
る
こと
。（

バ
ス
）

【原
因
】

〇
運
転
者

・
前
方
車
両
を
追
い
越
す
た
め
、右

後
方
を
併
走
す
る
乗
用
車
に
注
意
が
集
中
し過

ぎ
て
前
方
不
注
視
。

・
長
時
間
労
働
に
よ
る
疲
労
が
注
意
力
の
低
下
に
影
響
。（

トラ
ック
）

・
運
転
特
性
（
「判

断
動
作
の
タイ
ミン
グ
が
か
な
り遅

い
」、
「注

意
の
配
分
が
十
分
で
な
い
」）

が
、右

後
方
車

両
に
注
意
が
集
中
し過

ぎ
の
運
転
行
動
に
影
響
。（

トラ
ック
）

・
警
告
灯
点
灯
を
放
置
、ま
た
緊
急
停
車
後
の
後
続
車
に
対
す
る
危
険
防
止
措
置
が
不
十
分
。（

バ
ス
）

〇
事
業
者
・運

行
管
理
者

・
疲
労
を
蓄
積
させ

、安
全
な
運
行
の
確
保
に
悪
影
響
を及

ぼ
す
長
時
間
労
働
を
看
過
。(
トラ
ック
)

・
運
転
者
個
々
の
運
転
特
性
に
配
慮
した
きめ

細
か
な
指
導
が
不
足
。(
トラ
ック
)

・
高
速
道
路
上
で
緊
急
停
車
した

とき
の
適
切
な
対
応
に
関
す
る
指
導
監
督
不
十
分
。（

バ
ス
）

大
型
トラ
ック
の
衝
突
事
故
（
宮
城
県
栗
原
市
）

大
型
トラ
ック
の
衝
突
事
故
（
宮
城
県
栗
原
市
）

【事
故
概
要
】

○
日
時
：
令
和
５
年
５
月
16
日
20
時
11
分
頃

○
概
要
：
大
型
トラ
ック
が
東
北
自
動
車
道
の
第
１
車
両
通
行
帯
を走

行
中
、故

障
の
た
め

同
通
行
帯
に
停
車
して

い
た
大
型
貸
切
バ
ス
と同

バ
ス
の
後
方
で
故
障
対
応
して

い
た
運
転
者
及
び
乗
客
２
名
に
衝
突
した

。こ
の
事
故
に
より
大
型
貸
切
バ
ス
の

運
転
者
及
び
乗
客
２
名
が
死
亡
し、
大
型
トラ
ック
の
運
転
者
が
重
傷
を
負
った
。

不不
適適
切切
なな
労労
務務
管管
理理

事事
故故
概概
要要
図図

事事
故故
のの
要要
因因

別
紙
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令 和 ７ 年 ７ 月 ２ ８ 日 

物流・自動車局 安全政策課 

 

事故防止対策支援推進事業に係る補助金の申請受付を開始 

～バス、タクシー、トラック運送事業者等の交通事故防止のための先進的な取組等を支援～ 

 

 

 

 

 

１．実施する補助事業（詳細は別紙参照） 

（１）運行管理の高度化に対する支援 

（２）過労運転防止のための先進的な取り組みに対する支援 

（３）社内安全教育の実施に対する支援 

（４）健康起因事故防止を推進するための取り組みに対する支援【ＮＥＷ】 

２．補助事業の内容 

令和７年度被害者保護増進等事業費補助金事務局並びに国土交通省の 

ホームページをご覧ください。 

   ○令和７年度被害者保護増進等事業費補助金事務局 申請ポータルサイト 

      https://hogo-zoushin.jp ※令和 7年 7月３１日１０時より申請できます。 

○国土交通省ホームページ 

       運行管理の高度化・過労運転防止・社内安全教育・健康起因事故防止に対する支援 

http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/subcontents/jikoboushi2.html 

３．補助事業の交付申請受付場所・受付期間 

○申請受付場所：令和７年度予算被害者保護増進等事業費補助金事務局 

○申請受付期間：令和７年７月３１日※～令和８年１月３０日（別紙参照） 

  ※１．（３）の一部及び（４）は開始日が８月２９日となりますのでご注意ください。 

４．留意点 

○ 申請受付は令和７年度被害者保護増進等事業費補助金事務局のＨＰとなっておりま

す。 

運輸支局等では受け付けられませんのでご注意ください。 

○ 申請受付期間中に申請総額が予算額に達する場合は、申請受付期間であっても申 

請受付を終了致しますのでご注意下さい。 

 

   

【連絡先】 物流・自動車局安全政策課 上原、角田 

TEL：03-5253-8111（内線 41623、41624） 03-5253-8566（直通） 

  国土交通省では、自動車運送事業における交通事故防止の観点から、運行管理の高度

化に資する機器の導入等の取組を支援するため、要件を満たした事業者に対して補助金を

交付する事故防止対策支援推進事業を実施しており、今般、その補助金の申請受付を以下

のとおり開始いたします。 
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令和７年度事故防止対策支援推進事業において実施する補助事業 

 

【補助対象事業者（詳細はＨＰ参照）】 

①自動車運送事業者（以下に該当する中小企業者） 

一般乗合旅客自動車運送事業者、一般貸切旅客自動車運送事業者、 

一般乗用旅客自動車運送事業者、特定旅客自動車運送事業者、 

一般貨物自動車運送事業者、特定貨物自動車運送事業者 

 

②リース事業者 

①の自動車運送事業者へ事業用自動車等を貸渡す者 

 

【補助事業の概要】 

（１）運行管理の高度化に対する支援※１ 

※１ 令和７年４月１日以降に導入したものが補助対象となります。 

①受付期間：令和７年７月３１日～令和８年１月３０日 

②補助対象機器：デジタル式運行記録計及び映像記録型ドライブレコーダーであって、国 

土交通大臣が選定したもの 

③補助率：取得に対する経費の１／３※２ 

※２ 小規模（事業者における保有車両台数が５両以上かつ１０両未満）の一般貨物自

動車運送事業者または特定貨物自動車運送事業者において使用する事業用自

動車のうち、デジタル式運行記録計を導入したことがない車両に④ア．ウ．エ．の

機器を導入する場合にあっては、１／２ 

④補助限度額（機器１台あたり・詳細はＨＰ参照） 

ア．デジタル式運行記録計 

車載器：３万円 事務所用機器：１０万円 

イ．映像記録型ドライブレコーダー※３ 

車載器：１万円 事務所用機器：３万円 

※３ 映像記録型ドライブレコーダーにあっては、補助対象は一般貨物自動車運送事業及

び特定貨物自動車運送事業の用に供する自動車に限るものとする。 

ウ．デジタル式運行記録計・映像記録型ドライブレコーダー一体型 

車載器：４万円 事務所用機器：１３万円 

エ．デジタル式運行記録計・映像記録型ドライブレコーダー一体型（通信機能

を有する場合）  

車載器：１０万円  事務所用機器：１３万円 

⑤１事業者あたりの上限額：８０万円（④エ．を取得する場合は１２０万円※４・詳細はＨＰ参

照） 

  ※４ ２回以上申請する場合を除く。 

 

（２）過労運転防止のための先進的な取組に対する支援※１ 

※１ 令和７年４月１日以降に導入したものが補助対象となります。 

①受付期間：令和７年７月３１日～令和８年１月３０日 

②補助対象機器：下記の機器であって、国土交通大臣が選定したもの 

○IT を活用した遠隔地における点呼機器（IT点呼機器） 

別紙 
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〇遠隔点呼機器 

〇自動点呼機器 

○運行中における運転者の疲労状態を測定する機器 

○休息期間における運転者の睡眠状態等を測定する機器 

○運行中の運行管理機器 

③補助率：取得に対する経費の１／２ 

④補助限度額：一部の機器に１台あたりの上限あり（詳細はＨＰ参照） 

⑤１事業者あたりの上限額：８０万円 

 

（３）社内安全教育の実施に対する支援 

 【事故防止コンサルティング】 

①受付期間：令和７年７月３１日～令和８年１月３０日 

②補助対象：事故防止コンサルティングメニューであって、国土交通大臣が選定したもの 

③補助率：事故防止コンサルティング利用に対する経費の１／３ 

④１事業者当たりの上限額：１００万円 

【貸切バス運転者の研修】【ＮＥＷ】 

①受付期間：令和７年８月２９日～令和８年１月３０日 

②補助対象：貸切バス運転者の研修メニューであって、国土交通大臣が選定したもの 

③補助率：貸切バス運転者の研修利用に対する経費の１／２ 

④１事業者当たりの上限額：５０万円 

 

（４）健康起因事故防止の取組に対する支援【ＮＥＷ】 

 ①受付期間：令和７年８月２９日～令和８年１月３０日 

②補助対象：睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）スクリーニング検査に係る経費 

脳ＭＲＩ健診（頭部ＭＲＩ検査、ＭＲＡ検査）に係る経費 

頸動脈超音波検査（頸動脈エコー検査）、ABI 検査（四肢血圧脈波検査）、 

胸部単純 CT 検査、腹部単純 CT 検査、腹部超音波検査（腹部エコー検査）

に係る経費 

視野障害検査（視力検査、眼底検査、眼圧検査）に係る経費 

（上記検査は健康保険適用外として実施されるものに限る。） 

③補助率：検査に係る経費の１／２ 

④１事業者当たりの上限額：５０万円 

 

令和７年度事故防止対策支援推進事業において実施する補助事業 

 

【補助対象事業者（詳細はＨＰ参照）】 

①自動車運送事業者（以下に該当する中小企業者） 

一般乗合旅客自動車運送事業者、一般貸切旅客自動車運送事業者、 

一般乗用旅客自動車運送事業者、特定旅客自動車運送事業者、 

一般貨物自動車運送事業者、特定貨物自動車運送事業者 

 

②リース事業者 

①の自動車運送事業者へ事業用自動車等を貸渡す者 

 

【補助事業の概要】 

（１）運行管理の高度化に対する支援※１ 

※１ 令和７年４月１日以降に導入したものが補助対象となります。 

①受付期間：令和７年７月３１日～令和８年１月３０日 

②補助対象機器：デジタル式運行記録計及び映像記録型ドライブレコーダーであって、国 

土交通大臣が選定したもの 

③補助率：取得に対する経費の１／３※２ 

※２ 小規模（事業者における保有車両台数が５両以上かつ１０両未満）の一般貨物自

動車運送事業者または特定貨物自動車運送事業者において使用する事業用自

動車のうち、デジタル式運行記録計を導入したことがない車両に④ア．ウ．エ．の

機器を導入する場合にあっては、１／２ 

④補助限度額（機器１台あたり・詳細はＨＰ参照） 

ア．デジタル式運行記録計 

車載器：３万円 事務所用機器：１０万円 

イ．映像記録型ドライブレコーダー※３ 

車載器：１万円 事務所用機器：３万円 

※３ 映像記録型ドライブレコーダーにあっては、補助対象は一般貨物自動車運送事業及

び特定貨物自動車運送事業の用に供する自動車に限るものとする。 

ウ．デジタル式運行記録計・映像記録型ドライブレコーダー一体型 

車載器：４万円 事務所用機器：１３万円 

エ．デジタル式運行記録計・映像記録型ドライブレコーダー一体型（通信機能

を有する場合）  

車載器：１０万円  事務所用機器：１３万円 

⑤１事業者あたりの上限額：８０万円（④エ．を取得する場合は１２０万円※４・詳細はＨＰ参

照） 

  ※４ ２回以上申請する場合を除く。 

 

（２）過労運転防止のための先進的な取組に対する支援※１ 

※１ 令和７年４月１日以降に導入したものが補助対象となります。 

①受付期間：令和７年７月３１日～令和８年１月３０日 

②補助対象機器：下記の機器であって、国土交通大臣が選定したもの 

○IT を活用した遠隔地における点呼機器（IT点呼機器） 

別紙 
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国土交通省からのお願い

 
 
 

自動車運送事業者の皆さまへ

平素より国土交通行政にご理解とご協力を賜りましてありがとうございます。

事業用自動車運転者の疾病により運転を継続できなくなった事案の発生件数が近年増加している状況

を踏まえ、国土交通省では、健康起因事故防止のため、主要疾病の早期発見に有効と考えられるスクリー

ニング検査をより効果的なものとして普及させる検討を行っており、その検討に活用するため、スクリー

ニング検査の受診状況を主としたアンケート調査を、毎年実施しているところです。

お手数ではございますが、貴社の現状についてご回答いただけますよう、ご協力をお願い申し上げます。

貴社におかれましては、以下の方法により、ＰＣ、スマートフォン等にてアンケートにご協力いただき

ますよう、お願い申し上げます。

令令和和７７年年８８月月２２９９日日（（金金））までにご回答いただきますよう、ご協力をお願い申し上げます。

※ご回答いただいた内容は、上記目的以外には使用しません。回答内容を監査の端緒等にすることはあり

ません。 

【調査主体】 
国土交通省物流・自動車局安全政策課 担当：植野・山本 
東京都千代田区霞が関 2-1-3 TEL：03-5253-8111（内線 41613） 

 
【お問い合わせ先（調査受託者）】 

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社 担当：福田 
東京都新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル 
03-3349-5435 E-Mail：mfukuda96@sompo-rc.co.jp 

健康起因事故防止のための取組に関する

アンケート調査への協力依頼について

・（公社）全日本トラック協会ホームページよりアクセス 
（ ）)  
または 

・右のQRコードによりアクセス  

 

※アンケート回答時の注意点 
・ブラウザ（ 、 等）の「戻る」は使用せず、

アンケート内の「戻る」を使用ください。
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運営
事務局

令和7年度 茨城県価格転嫁促進事業

価格転嫁促進セミナーin茨城

日時

各会場 13:30～16:00

【水戸】 9月11日（木）

【つくば】9月12日（金）

※セミナー内容は両会場とも同じです

第1部 勇気を出して利益を守る！価格転嫁の実践ステップ
～現状分析・準備・交渉のポイントと成功事例～

Profile
大手メーカーにて、製品開発・設計業務を通じて、利益を生み出す付加価値創出とコ
スト設計に取り組むとともに、事業企画・運営、組織マネジメントに従事。
現在は茨城県よろず支援拠点コーディネーターとして、県内の中小企業を対象に、
経営改善、組織開発、人材確保、生産性向上、製品利益率向上などの支援に従事。

米永 斉 氏茨城県中小企業診断士協会 理事
よろず支援拠点 コーディネーター

第2部
出張！トリテキ会議 in 茨城
～取適法（改正下請法）の解説と労務費転嫁交渉指針の
活用のススメ！～

公正取引委員会 事務総局 経済取引局 取引部 企業取引課

会場
【水戸】 水戸市民会館 中会議室303・304

(水戸市泉町1丁目7-1）

【つくば】つくば国際会議場 小会議室405
（つくば市竹園2丁目20-3）

お申込
この二次元コードからお申し込みください。
もしくは、以下ＵＲＬからお申し込みください。

https://h7.jir-web.co.jp/n/form/vdkb/Wu6BWuLBeXAJmX2Gb392e

お問い合わせ先 運営事務局：株式会社常陽産業研究所

□TEL:029-233-6734 □FAX:029-233-6724 □E-mail：ibaraki-kakakutenka@joyobank.co.jp

主催：茨城県産業戦略部中小企業課 □TEL:029-301-3550

参加料 無料

定員 先着50名
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物流事業者業務効率化支援事例

● 取り組んだきっかけ

 やまとや運輸有限会社

● 導入の効果

01

DATA

業務の効率化・従業員の健康管理面に
おいても非常に大きな効果を感じています︕

事務作業 7.5 h→2h
人 員 3人→1人

導入前 導入後
手書き作業やデータ入力
に時間がかかり、管理者の
負担が大きい上に、出発時
間が重なるとドライバーの
点呼待ちの時間が発生して
いました。
全体の運行スケジュール
にも影響を及ぼすなど、業
務効率が低下していました。

点呼が無人化・自動化さ
れたことで、点呼のために
待機する人員が不要になり、
管理者の負担も軽減されま
した。
ドライバー待機時間も削

減され安全意識も高まりま
した。

場 所︓茨城県常総市大輪町657-6
電話番号︓0297-24-7021
従業員数︓23人
車両台数︓26台

（大型︓20台 中型︓6台）
配 送︓精密機器、化学製品 等

ピーク時でも混雑せず、
時間を有効活用できるよう

になりました︕

● 事業者コメント

自動点呼システムは、限られた人員や多忙な時間帯
における点呼業務の負担を軽減し、業務効率化に大
きく貢献しています︕運送業界では、「長時間働か
ないと稼げない」という現状がありますが、今後は
短時間でも安定して収入を得られる働き方が重要に
なってくると考えており、弊社もそうした環境づく
りに努めてまいります。引き続き、柔軟な対応と働
きやすい職場環境の両立を目指し、持続可能な成長
を図ってまいります。

  株式会社AZロジコム02

● 取り組んだきっかけ

使用していた機器の更新時期となった
ため、何か新しいことに取り組みたい
と考えていました。具体的なプランの
検討を進める中で参加したメーカーの
展示会で、茨城県の補助金の存在を知
り、本格的な導入に至りました。

● 導入の効果

● 事業者コメント

DATA

場 所︓茨城県土浦市中貫2363
電話番号︓029-831-0333
従業員数︓48人
車両台数︓48台
（大型︓11台 中型︓33台
小型・ハイエース︓4台）
配 送︓住設・サッシ関係 等

導入前 導入後
既存のシステムは精度に問
題があり、配車や輸送に適切
なルートの修正に時間がかか
るうえに操作も複雑で、特定
の者しか扱えない状況でした。
検品は目視で行っていたた
め、誤りが発生することもあ
りました。

検品システムを利用すると、荷物の運び間違いや行
き違いも少なくなります︕今後は、商品の仕分けを
サポートする荷役のアシストロボットを導入したい
です。
弊社では、女性や外国人も採用しており、それぞれ
の適正に合ったお仕事を割り振っています︕新規採
用者はもちろん、性別・年齢を問わず募集をかけて
いるので、興味のある方は是非弊社にお問い合わせ
いただけると嬉しいです︕

長年お付き合いのある荷主さんから、茨
城県の補助制度について教えていただい
たことがきっかけです。弊社は、従業員
の平均年齢が高くなってきたことから、
業務効率化に向けて機器の導入を検討し
ました。補助金の採択により機器導入ま
でとてもスムーズに進めることができま
した。

小さいラベルを目視で確認
する必要がなくなったので
とてもスムーズに作業が
できるようになりました︕

配車計画が簡易的かつ正
確にできるので、作業時間
が短縮されました。
会社のパソコン以外でも

作業が行えるため感染症の
対策にもなっています。

荷役作業 1.5h→1h
事務作業  3h→1h

目視での検品よりもミスが
減ったと実感できています︕

茨城県が令和6年度に実施した「物流事業者業務効率化支援事業」を活用し、業務効率化を図った成功事例をご紹介します。
以下の事例を参考に業務効率化に取り組んでみてはいかがでしょうか。

やまとや運輸(有) 田村専務

導入した機器
輸送管理システム
検品システム

導入した機器
自動点呼システム
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物流事業者業務効率化支援事例

● 取り組んだきっかけ

 有限会社ワタベ商会

● 導入の効果

03

DATA

従業員からは安堵と喜びの声が
上がっています︕

導入前 導入後
食品用たまごや廃棄物の
積込を1車両につき、運転作
業者2名で手積みを行ってい
ました。
このように、手荷役作業

が多いことで人手不足が生
じ、身体的負担が大きく
なっていました。

フォークリフト導入によ
り手荷役業務が減少しまし
た。
作業が機械化されたこと
によって、従業員の身体的
負担軽減にも繋がっていま
す。

場 所︓茨城県牛久市岡見町2845-6
電話番号︓029-873-1362
従業員数︓2９人
車両台数︓40台
(大型︓15台 中型︓24台 小型︓1台）
配 送︓食品、外構資材 等

導入した機器
フォークリフト

残業時間が大幅に減少し、
プライベートの時間を
確保できるようになり

ました︕

フォークリフトの導入により、人員に余裕がでたこ
とで新たな運送業務の受注につながりました。業務
効率化が実現し、運送売上が上がることで賃金上昇
にもつながり費用対効果が高いと感じています︕
今後も、若手社員が活躍できるように、免許取得補
助を行いながら、社員みんなが働きやすい環境作り
をしつつ、人員の定着率の安定化を目指して頑張っ
ていきたいと思います。

 補助金のご案内04

時間外労働時間の上限規制によって、
１車両の稼働時間と距離が制限され、
人件費は増加する一方で運送売上の伸
びは鈍化しました。この問題を解決す
るため、荷役作業の軽減や業務効率化
を促進するフォークリフトの導入を検
討しました。

● 事業者コメント

対  象 者︓中小企業・小規模事業者・個人事業主
目 的︓業務プロセスのデジタル化による生産性向上
補助対象︓業務ソフトウェア、クラウドサービス、導入支援など
特 徴︓IT導入補助金の中で最も汎用性が高く、幅広い業務に対応できる基本枠

事業のデジタル化を目的としたソフトウェアやシステムの導入を支援

1/2～2/3補助率 補助
上限 5万円～450万円

茨城県産業戦略部
中小企業課

TEL : 029-301-3550
FAX : 029-301-3569

県へのお問い合わせ▽

(有)ワタベ商会 宮澤取締役

IT導入補助金

中小企業庁が中小企業等に対して、lotやロボット等の人手不足解消に資する製品等の導入費の一部を支援。

中小企業省力化投資補助金

補助率 最大２/３補助
上限 最大１億円補助率 補助

上限最大1500万円一律1/2

IT導入補助金

※枠組みは５つあります。

荷役作業 1.5h→0.5h
人      員 2人→1人
残業時間 1h→0h

※ 詳細はQRコードを読み込んでご確認を︕

対  象 者︓中小企業、小規模事業者、特定非営利活動法
目 的︓人手不足の解消、生産性向上、賃上げの実現
補助対象︓国が省力化効果を認めてカタログに登録された

汎用製品
特 徴︓製品カタログから選ぶだけで申請可能

販売事業者が申請をサポート
随時公募でタイミングを選びやすい

対  象 者︓中小企業、小規模事業者、特定非営利活動法
目 的︓人手不足の解消、生産性向上、賃上げの実現
補助対象︓事業内容に合わせた多様な設備やシステム導入

 （オーダーメイド）
特 徴︓最大１億円の補助

ハード・ソフトの自由な組み合わせ
オーダーメイド型の設備導入が可能

※従業員数等によって変わります。

【カタログ注文型】 【一般型】

【通常枠】

（※） （※）（※）
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令和７年度 茨城県女性リーダー登用先進企業表彰

問
合
せ
先

提

　
出

茨城県産業戦略部労働政策課
労働経済・福祉担当

住所：茨城県水戸市笠原町978-6
TEL：029(301)3635（直通）　FAX：029(301)3649
E-mail：rosei1@pref.ibaraki.lg.jp

令和７年9月30日●まで火

対　象

評価点

主な要件

女性登用に積極的に
取り組む企業を募集します！
女性登用に積極的に
取り組む企業を募集します！
女性登用に積極的に
取り組む企業を募集します！
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以下の提出先まで、郵送又は電子メールで提出してください。

【参考】令和６年度表彰式
   日時：令和７年２月14日

※女性活躍・働き方応援
　シンポジウム内で表彰

問
合
せ
先

提

　
出

茨城県産業戦略部労働政策課
労働経済・福祉担当

住所：茨城県水戸市笠原町978-6
TEL：029(301)3635（直通）　FAX：029(301)3649
E-mail：rosei1@pref.ibaraki.lg.jp

R6

R5

R4

R3

R2

R1

●ピジョンマニュファクチャリング　
　茨城株式会社（製造業）
●株式会社いわい（卸売業・小売業）
●スガノ農機株式会社（製造業）

●社会福祉法人仁心会（医療・福祉）
●株式会社三友企画（金融業・保険業）
●株式会社東晃（製造業）

●海老根建設株式会社（建設業）
株式会社さわやか交通（運輸業）

株式会社橋本ブラシ製作所（製造業）

株式会社ヴィオーラ（サービス業）
株式会社染めQテクノロジィ（製造業）
株式会社諸岡（製造業）

株式会社サシノベルテ（医療・福祉）

●樋口土木株式会社（建設業）
●横関油脂工業株式会社（製造業）

●株式会社三富子ケース（製造業）
●株式会社フジヨシ（サービス業）

●株式会社大貫工務店（建設業）
●株式会社トレンディ茨城（運輸業）

●株式会社鯨井会計（サービス業）

●土浦大同青果株式会社（卸売業・小売業）
●社会福祉法人ユーアイ村（医療・福祉）
●株式会社ユニゾンモバイル
　　　　　　　　　   （卸売業・小売業）
●国立大学法人茨城大学
　　　　　　  （教育・学習支援）
●関彰商事株式会社（卸売業・小売業）

R1 R5

●浅野物産
　株式会社
 （建設業）

▼過去の
受賞企業の
取組内容

▶
表
彰
要
件
・

推
薦
書
類
様
式

https://yell.pref.ibaraki.jp
/womanact/award_win-
ning_company_introduc-
tion.html

https://yell.pref.ibaraki.jp
/womanact
/leader_commendation.html

自薦または県内経済団体及び市町村等からの
推薦により、以下の書類を提出
●推薦書（様式１）
●推薦調書（様式２）及び添付書類
●推薦調書（様式２）に記載した内容の関連資料

令和７年度 茨城県女性リーダー登用先進企業表彰
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1 （水） ～

3 （金） ～

～

4 （土） ～

6 （月） ～

6 （月） ～

7 （火） ～

～

9 （木） ～

10（金） ～

11（土） ～

～

11（土） ～

11（土） ～

16（木） ～

17（金）

18（土） ～

～

18（土） ～

19（日） ～

21（火） ～

24（金）

24（金） ～

26（日） ～

～

27（月） ～

29（水） ～

30（木） ～

10時00分 16時00分

基礎講習　　１日目 10時00分 16時00分
【貨物】

一般講習【埼ト協越谷支部主催：越谷市会場】 10時00分 16時00分

【貨物】

～３日間
【旅客】

基礎講習　　１日目 10時00分 16時00分

　〃　　　　２日目・３日目

【貨物】
基礎講習　　１日目 10時00分 16時00分

～３日間 　〃　　　　２日目・３日目 9時30分 16時30分

9時30分 16時30分

【貨物】 一般講習【出張：佐野市会場】 10時00分 16時00分

【貨物】 一般講習 10時00分 16時00分

～３日間 　〃　　　　２日目・３日目 9時30分 16時30分

【旅客】 一般講習 10時00分 16時00分

【貨物】 一般講習 10時00分 16時00分

第７回初任運転者特別教育　１日目【栃ト協主催／会場：ﾄｰﾌﾞﾓｰﾀｰｽｸｰﾙ】 10時00分 18時00分

～２日間 　　　〃　　　　　　　　　２日目 8時00分 17時15分

【貨物】 一般講習　<昼休憩なし> 9時30分 14時30分

第５回エコドライブ安全運転講習会【栃ト協主催／会場：ﾄｰﾌﾞﾓｰﾀｰｽｸｰﾙ】 9時00分 16時00分

【貨物】 一般講習【出張：舘林市会場】 10時00分 16時00分

【貨物】 出張 適性診断 ３日間開催
～３日間 【旅客】 会場：古河市コスモスプラザ

【貨物】
基礎講習　　１日目【古河市市会場】 10時00分 16時00分

～３日間 【旅客】 　〃　　　　２日目・３日目 9時30分 16時30分

【貨物】 一般講習 10時00分 16時00分

【貨物】 一般講習　<昼休憩なし> 9時30分 14時30分

【貨物】 一般講習【出張：古河市会場】 10時00分 16時00分

【貨物】 一般講習【出張：宇都宮市清原会場】 10時00分 16時00分

【貨物】 テールゲートリフター特別教育(6時間) 10時00分 17時30分

一般講習　<昼休憩なし> 9時00分 14時00分

【貨物】

【貨物】 出張 適性診断 ３日間開催
～３日間 【旅客】 会場：常総市石下総合福祉センター

<２０２５年> １０月運行管理者等指導講習日程 2025/7/28

10

月

【旅客】 一般講習　<昼休憩なし> 9時00分 14時00分

【貨物】 一般講習【出張：常総市会場】

栃木県鹿沼市流通センター６６ とちぎ流通センター連合会館内

TEL.0289-74-5070
hhttttpp::////aa--sseecc..jjppとちぎ安全教育センター

国土交通大臣認定業務実施機関
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月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5
8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12
15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19
22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26
29 30 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5
8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12
15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19
22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26
29 30 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5
8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12
15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19
22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26
29 30 27 28 29 30 31

　　    TTEELL00225599--5522--00888855　　FFAAXX00229955--5533--55118899

【講習日程が変更になる場合がございますので事前にお問い合わせ下さい】

初初任任２２日日間間研研修修 一一般般２２日日間間研研修修 33日日間間研研修修

　　      茨茨城城県県公公安安委委員員会会指指定定

　　  株株式式会会社社大大  宮宮  自自  動動  車車  教教  習習  所所
　　    常常陸陸大大宮宮市市下下村村田田22551188　　大大宮宮自自動動車車教教習習所所内内

国土交通省認定【【適適性性診診断断】】
国土交通省の認定を受け、自動車運送業者に義務付けられている適性診断を

適適性性診診断断

国土交通省認定【【運運行行管管理理者者講講習習】】
　　運送事業者において選任されている運行管理者に対しては、定期的に一般講習を

　　受講することが法令により義務付けられています。

             茨城県内初の民間認定機関として実施しております。

99月月 1100月月

99月月 1100月月

トラック協会指定【【一一般般・・初初任任運運転転者者研研修修】】
事業所が運転者として新たに雇い入れた方や１年に１回以上の指導・監督が必要な方

　 　 向けの実践・体験型の研修です。※２日間コース・３日間コース

22002255年年
運運行行管管理理者者講講習習・・適適性性診診断断・・運運転転者者研研修修日日程程表表

99月月 1100月月

貨貨物物一一般般 貨貨物物一一般般
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令令 和和 ７７ 年年 ６６ 月月  

茨茨城城県県警警察察本本部部交交通通総総務務課課  

ＮＮＯＯ．．２２５５  

 

 
                                                                                                                                       

 

～～   信信 号号 交交 差差 点点 にに おお けけ るる 歩歩 行行 者者 事事 故故 防防 止止   ～～

令令和和６６年年中中､､信信号号交交差差点点でで四四輪輪車車とと横横断断歩歩道道をを横横断断中中のの歩歩行行者者がが衝衝突突ししたた人人身身交交通通事事故故117799
件件のの四四輪輪車車のの進進行行方方向向ににつついいてて分分析析ししたた結結果果､､右右折折時時がが８８割割((114433件件))をを占占めめてていいままししたた。。  

横断歩道横断中の歩行者事故 

○○  横横断断歩歩道道はは歩歩行行者者優優先先、、右右折折前前にに横横断断歩歩道道上上のの歩歩行行者者等等のの有有無無をを確確認認すするる。。  
○○  信信号号はは黄黄色色でで停停止止、、停停止止線線をを越越ええてて交交差差点点へへ進進入入ししなないい。。  
○○  無無理理なな右右折折ははししなないい。。特特にに対対向向直直進進車車のの直直前前右右折折はは、、注注意意力力がが対対向向車車にに集集中中しし、、右右折折

先先のの横横断断歩歩行行者者等等をを見見落落ととししややすすいい。。  
○○  車車両両のの死死角角、、特特ににフフロロンントトガガララススののピピララーー((柱柱))のの死死角角にに注注意意すするる。。  

○ 左前から右後方へ横断が60件(42％) 

 左前から右 

60件(42％) 

 右後から左 

83件(58％) 

四輪車から見た歩行者の横断方向 

○ 右後方から左前へ横断が83件(58％) 

死死角角  

死死角角  

① 道路中央に寄る 
② 対向車線と横断歩道を確認 
③ 交差点中心の内側を徐行 
④ 横断歩道の手前で再確認 

直直
進進
車車  

対対
向向  

死死角角  

死死角角

××  対向直進車の直前を加速 
××  右折ではなくほぼ直進 
××  横断歩道上を見ない 
  

正正
しし
いい
右右
折折  

誤誤
っっ
たた
右右
折折  

詳細は
こちら→
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【多多発発市市町町村村】 

 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

                                                   
     

 
 

 

 

自自動動車車盗盗地地域域別別認認知知状状況況

■県県央央地地域域 
  30 件（－23 件） 

  乗用車    18 件 
  貨物車     2 件 

■県県西西地地域域 
   73 件（＋18 件） 

乗用車    51 件 
貨物車     9 件 

■県県南南地地域域 
229 件（＋122 件） 

  乗用車    183 件 
貨物車     18 件 

■鹿鹿行行地地域域 
  28 件（－21 件） 
 乗用車    16 件 
 貨物車     7 件 

■県県北北地地域域 
2 件（－6 件） 

乗用車    2 件 
  貨物車    0 件 

●令令和和７７年年６６月月末末  
認知件数 362 件（前年同期比 ＋90 件） 

茨茨城城県県警警察察本本部部生生活活安安全全総総務務課課

【ハンドルロック】 

【※地域は、警察署の位置を基準】 
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茨城県貨物自動車運送適正化事業実施機関は、令和７年度貨物自動車運送事業安全性評

価事業（Ｇマーク）の申請受付を７月１日（火）から７月１４日（月）まで行いました。 
 
トラック運送事業者の安全対策向上について、事業所単位における取り組みを評価し、

一定の基準をクリアーした事業所を『安全性優良事業所』として認定する「令和７年度貨

物自動車運送事業安全性評価事業」（Ｇマーク）の事業活動です。 
 
茨城県関係では、新規申請４３事業所、初回更新４０事業所、２回目更新４９事業所、

３回目更新７４事業所、４回目更新４６事業所、５回目更新２２事業所、となっておりま

す。合計２７４事業所の申請を受理しました。皆様のご協力に感謝申し上げます。 
 
法令の遵守状況の評価を希望されました事業所への巡回指導は、適正化指導員が７月中

から１０月末までに行いますので、準備、ご協力をよろしくお願いします。 
 
また、Ｇマーク制度は、業界内で着実に普及が図られています。更なる普及を促進する 

為にも、今後も普及活動を積極的に進めて行きますので宜しくお願い申し上げます。 
今後、評価基準に基づき申請書類の審査を公平・厳正に行い、本年１２月に認定・公表

する予定です。 
 

２２００２２５５年年度度貨貨物物自自動動車車運運送送事事業業安安全全性性評評価価事事業業

茨茨城城県県でではは、、２２７７４４事事業業所所のの申申請請をを受受理理

新新規規申申請請４４３３事事業業所所、、更更新新２２３３１１申申請請事事業業所所

皆皆様様方方ののごご協協力力にに感感謝謝ししまますす

認認定定ママーークク『『ＧＧママーークク』』

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
茨城県貨物自動車運送適正化事業実施機関は、令和７年度貨物自動車運送事業安全性評

価事業（Ｇマーク）の申請受付を７月１日（火）から７月１４日（月）まで行いました。 
 
トラック運送事業者の安全対策向上について、事業所単位における取り組みを評価し、

一定の基準をクリアーした事業所を『安全性優良事業所』として認定する「令和７年度貨

物自動車運送事業安全性評価事業」（Ｇマーク）の事業活動です。 
 
茨城県関係では、新規申請４３事業所、初回更新４０事業所、２回目更新４９事業所、

３回目更新７４事業所、４回目更新４６事業所、５回目更新２２事業所、となっておりま

す。合計２７４事業所の申請を受理しました。皆様のご協力に感謝申し上げます。 
 
法令の遵守状況の評価を希望されました事業所への巡回指導は、適正化指導員が７月中

から１０月末までに行いますので、準備、ご協力をよろしくお願いします。 
 
また、Ｇマーク制度は、業界内で着実に普及が図られています。更なる普及を促進する 

為にも、今後も普及活動を積極的に進めて行きますので宜しくお願い申し上げます。 
今後、評価基準に基づき申請書類の審査を公平・厳正に行い、本年１２月に認定・公表

する予定です。 
 

２２００２２５５年年度度貨貨物物自自動動車車運運送送事事業業安安全全性性評評価価事事業業

茨茨城城県県でではは、、２２７７４４事事業業所所のの申申請請をを受受理理

新新規規申申請請４４３３事事業業所所、、更更新新２２３３１１申申請請事事業業所所

皆皆様様方方ののごご協協力力にに感感謝謝ししまますす

認認定定ママーークク『『ＧＧママーークク』』
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「「２２００２２５５年年度度ＧＧママーークク申申請請受受付付件件数数」」  
 

新規受付数 ４３事業所 （うち非会員 ７事業所） 
初回更新受付 ４０事業所 （うち非会員 ５事業所） 
２回目更新受付 ４９事業所 （うち非会員 １３事業所） 
３回目更新受付 ７４事業所 （うち非会員 ７事業所） 
４回目更新受付 ４６事業所 （うち非会員 ６事業所） 
５回目更新受付 ２２事業所 （うち非会員 ０事業所） 
 

 
合合計計受受付付数数 ２２７７４４事事業業所所 （（ううちち非非会会員員 ３３８８事事業業所所））  

 
今後も交通事故防止対策のために、Ｇマーク未取得の事業者にも、 

取得をお願いします。 
Ｇマークの件で新規取得希望や不明な点、疑問のある方は茨城県トラック 
協会の適正化事業部へご連絡下さい。（ｔｅｌ：029-303-7201） 
 
 

 

 

「「２２００２２５５年年度度ＧＧママーークク申申請請受受付付件件数数」」  
 

新規受付数 ４３事業所 （うち非会員 ７事業所） 
初回更新受付 ４０事業所 （うち非会員 ５事業所） 
２回目更新受付 ４９事業所 （うち非会員 １３事業所） 
３回目更新受付 ７４事業所 （うち非会員 ７事業所） 
４回目更新受付 ４６事業所 （うち非会員 ６事業所） 
５回目更新受付 ２２事業所 （うち非会員 ０事業所） 
 

 
合合計計受受付付数数 ２２７７４４事事業業所所 （（ううちち非非会会員員 ３３８８事事業業所所））  

 
今後も交通事故防止対策のために、Ｇマーク未取得の事業者にも、 

取得をお願いします。 
Ｇマークの件で新規取得希望や不明な点、疑問のある方は茨城県トラック 
協会の適正化事業部へご連絡下さい。（ｔｅｌ：029-303-7201） 
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７月１６日(水)・１７日(木)の２日間、茨城県トラック総合会館研修室におい

て、貨物自動車運送事業安全規則第１０条第２項の規定に基づく「事業用自動車

の運転者として常時選任するために新たに雇い入れた者（初任運転者）」を対象

とする初任運転者講習会を開催しました。令和７年度第４回目の今回は、２３事

業所から２８名が参加しました。 
茨城県貨物自動車運送適正化事業実施機関の指導員４名により、「運転者に対

して行う指導及び監督の指針」に基づき、実車を用いた指導を除く１２時間につ

いて、一般的な指導及び監督の実施マニュアル、事業用トラックドライバー研修

テキストの他、ＤＶＤ教材を用いて関係法令、飲酒運転事故事例、ＳＡＳ検査の

重要性、さらには「危険の予測及び回避」における実際のドライブレコーダー映

像を用いた教材を活用しながら講習会を実施しました。両日とも講習内容の把

握を目的とする理解度テストを実施しながら、受講者全員で講習内容の理解を

深めました。 
受講者の方々は熱心に聴講され指導講習会について「初任運転者として必要

とする基本的な知識や実例を用いた動画等による説明が多く分かり易かった。

本講習会で学んだ知識を参考にしながら今後の事故防止に努めます。」等の意見

が聞かれ、安全運転・事故防止についての意識を高めることができました。 
 

　７月１６日 ( 水 )・１７日 ( 木 ) の２日間、茨城県トラック総合会館研修室において、
貨物自動車運送事業安全規則第１０条第２項の規定に基づく「事業用自動車の運転者
として常時選任するために新たに雇い入れた者（初任運転者）」を対象とする初任運
転者講習会を開催しました。令和７年度第４回目の今回は、２３事業所から２８名が
参加しました。
　茨城県貨物自動車運送適正化事業実施機関の指導員４名により、「運転者に対して
行う指導及び監督の指針」に基づき、実車を用いた指導を除く１２時間について、一
般的な指導及び監督の実施マニュアル、事業用トラックドライバー研修テキストの他、
ＤＶＤ教材を用いて関係法令、飲酒運転事故事例、ＳＡＳ検査の重要性、さらには「危
険の予測及び回避」における実際のドライブレコーダー映像を用いた教材を活用しな
がら講習会を実施しました。両日とも講習内容の把握を目的とする理解度テストを実
施しながら、受講者全員で講習内容の理解を深めました。
　受講者の方々は熱心に聴講され、指導講習会について「初任運転者として必要とす
る基本的な知識や実例を用いた動画等による説明が多く分かりやすかった。本講習会
で学んだ知識を参考にしながら今後の事故防止に努めます」等の意見が聞かれ、安全
運転・事故防止についての意識を高めることができました。
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初初任任運運転転者者教教育育のの開開催催ににつついいてて

（一社）茨城県トラック協会では「初任運転者特別講習」を「貨物自動車運送事

業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針の一部を改正する

告示」（国土交通省告示第１３６６号）に基づき初任運転者に対する座学の１５時

間以上の教育について、実車を用いて指導する項目を除く教育（１２時間）を協会

が事業者に代わって開催しますのでご案内します。  
 

記  
 
１１ 初初任任教教育育開開催催日日及及びび時時間間   

 毎月開催

 午前９時３０分から午後４時３０分まで

＊座学１２時間の教育内容を、２日間で教育を行います。

２２ 開開催催場場所所   
茨城県トラック総合会館 （防災・研修センター）  
茨城県水戸市見川町 2440－1 TEL029-303-7201（適正化事業部）  

 
３３ 初初任任運運転転者者教教育育内内容容   

座学１２時間：初任教育カリキュラム参照（別添）  
なお、実車を用いた教育（積載方法、日常点検及び車高等のトラックの構造

上の特性）については、各事業者において３時間以上実施すること  
 

４４ 教教育育対対象象者者   
初任運転者（運転手として新たに雇い入れた者で、営業用トラックの経験がな

い、あるいは経験はあるが３年以上のブランクのある方が対象になります）  
 
５５     申申込込みみ方方法法   

毎月、開催日の５日前迄を締切りとし、別紙により「初任運転者教育申込書」

を または、セミナー予約システム

にてお申込み下さい。

（担当者 適正化事業部 郡司（孝）・冨永）
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初任運転者に対する特別な指導教育カリキュラム
教 育 内 容 時間 実施機関 備考

１. 運転の心構え トラック輸送の社会的重要性、事故の社会的影響、
交通事故統計を用いた教育、安全運行の心構え

２. 安全確保の遵守すべき基本的事項 トラック運行に係る法令、義務を果たさない場合の
影響の把握

３. 構造上の特性 トラックの特性に合わせた運転、トレーラーの特性
に合わせた運転、貨物の特性を理解した運転

４. 正しい積載方法 偏荷重の危険性、安全輸送のための積付け・固縛の
方法、荷崩れ防止のための走行中の留意事項

５. 過積載の危険性 過積載による事故要因と社会的影響、過積載による
罰則、過積載の防止

６. 危険物運搬上の留意事項 危険物の性状、危険物輸送の基本的事項、タンク
ローリー運行上の注意事項

７. 運行経路等の道路及び交通状況 適切な運行経路の選択と経路情報の把握、許可運送
における経路選択

８. 危険予測及び回避 危険予測運転の必要性、危険予測のポイント、危険
予知訓練、指差呼称及び安全呼称、緊急時における
適切な対応

９. 運転適性に応じた安全運転 適性診断の必要性、適性診断結果の活用方法

10. 運転者の生理及び心理的要因 交通事故の生理的・心理的要因、過労運転防止の
ための留意点、飲酒や薬物影響による危険運転防止
のための留意点、ヒューマンエラーを防ぐために

11. 健康管理の重要性 健康起因の事故と健康管理の必要性、健康管理の
ポイント

12. 安全性の向上を図るための援装置
を備える運転方法

運転支援装置に係る事故の事例、運転支援装置の
性能及び留意点

１. 日常点検業務 日常点検、点検簿等の記載要領

２. 特性に応じた運転方法 車高、車長、車幅に合わせた運転と死角等

３. 積載方法及び固縛方法 積付け、固縛要領

教　育　項　目

実
車
使
用

小　計　　３時間
合　計　　１５時間以上（法定義務）

小　計　１２時間

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

国
土
交
通
省
発
行
　
一
般
的
な
指
導
及
び
監
督
の
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
D
V
D
等
を
使
用

事
業
者
が
実
施

３
時
間
以
上

１２
時間
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別紙  
（（一一社社））茨茨城城県県トトララッックク協協会会適適正正化化事事業業部部 行行きき   
FFAAXX::００２２９９－－３３００３３－－７７２２００２２   

令令和和 年年 月月 日日   

（（一一社社））茨茨城城県県トトララッックク協協会会会会員員専専用用初初任任運運転転者者教教育育申申込込書書

申申込込月月   開開催催日日   実実施施時時間間   

  令令和和７７年年 ９９月月 ２２日日（（火火）） ・・ ３３日日（（水水）） ～～ ～～

  令令和和７７年年１１００月月 ２２日日（（木木）） ・・ ３３日日（（金金）） ～～ ～～

  令令和和７７年年１１１１月月２２６６日日（（水水））・・２２７７日日（（木木）） ～～ ～～

  

申申込込月月にに「「○○」」印印をを記記入入ししてて下下ささいい。。   

＊  開催場所：茨城県トラック総合会館 （防災・研修センター）  

＊  教育は２日間になります。昼食は各自準備お願いします。  

＊  受講者は、事業用トラックドライバー研修テキスト（１０冊組）を持参してください。  

＊  教育対象者は、運転手として新たに雇い入れた者で営業トラックの経験がない、あるいは

経験はあるが 3 年以上のブランクのある方が対象です。  

＊  茨城県トラック協会会員様のみ受講できます。  

 

 

会会 社社 名名    営営業業所所名名    

申申込込事事業業所所住住所所   〒      

電電話話・・FFAAXX 番番号号   TEL FAX 担担当当者者名名     

受受講講者者氏氏名名   
フリガナ  生生年年月月日日 性性別別 男男性性・・女女性性   

年 月 日 

採採   用用   年年   月月   日日   令和 年 月 日

受受講講者者のの運運転転経経

験験にに○○印印   

１ 事業用自動車（トラック）の運転経験がない者  

２ 事業用自動車（トラック）の運転から 年以上離れていた者

運運転転免免許許のの種種類類   普通・５トン限定準中型・準中型・８トン限定中型・中型・大型・けん引・（ ）  

所所属属支支部部   県北・日立・水郡線・常陸那珂・水戸・石岡・土浦・県南・水戸線・常総・古河・県西・鹿行  
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＝ 茨城県トラック協会  会員の皆さまへ ＝ 

初任運転者教育が ラーニングで受講できます  
す＜トラックドライバー初任運転者教育のオンライン型学習システムを導入＞

茨城県トラック協会では、従前より参集型の初任運転者特別講習を開催してお

りますが、それに加え、「いつでもどこでも」オンラインで学習し、受講資格を取得

することができる ラーニング（会員限定）を導入しました。会員事業所のパソコン

等から、Ｗｅｂでオンライン受講することができますので是非ともご活用下さい。

 

 
ラーニングの初任運転者講習はパソコン・スマートフォン・タブレット

に対応しており、いつでもどこでもお好きな時間に受講することが出

来ます。※ 環境での受講を推奨いたします。

☆この他、実際にトラックを運転させた安全運転の実技指導（添乗教育
等）が２０時間以上必要となります。 

【その他のメリット】

・会員事業者や受講対象者の都合に合わせて申込み、受講が可能。

・各講座に理解度チェックリストがあり、効果測定後に適切なフォローが可能。

・終了後に指導教育記録簿（修了証）、実車を使用しての指導項目教材一式をメールで送付。

【受講要領】

① 受講料金：無料（会員限定）
② 受講期間：５日間を１枠とし、この５日間に受講完了する。
③ 受講対象：会員事業者の新たに雇い入れた運転者とし、非会員の申込みは受け付けない。
④ 受講人数：１枠につき１事業所２名まで（１枠最大５名まで）とする。
⑤ 申込期限：受講開始日の３日前まで。
⑥ 申込確認：申込み受付完了後、入力頂いたメールアドレスに予約内容の確認メールが自動

配信されます。メールアドレスを間違えて入力しますと確認メールが届きません

ので、良くご確認の上入力願います。

☆お申込みは上記のＱＲコード、または
ホームページのネット予約ページから
バナーをタップ！

スマホ用 QR コード  

国土交通省で定めている「初任運転者に対する特別な指導」の法定義

務は１５時間以上。そのうち１２時間分の座学講座を ラーニングで

受講できます。※実車を用いた指導（３時間）は各社で実施し、記録を残して下さい。
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⑥

○
⑧

○ ③

○ ⑩

⑦
○
○ ②
○ ④

○
⑤

○ ⑨

○ ①

Ⅶ．運輸安全
      マネジメント

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ その他

比　率

特　別（支局監査後の改善確認）

個　別（5両未満の霊柩事業者）

合　計

新　規（新規参入）

新　規（新設営業所）

特　別（労基通報による乗務時間調査）

通　常

Ⅴ．労基法等

1.就業規則が制定され、届出されているか。

2.３６協定が締結され、届出されているか。

3.労働時間、休日労働について違法性はないか（運転時間を除く）。

4.所要の健康診断を実施し、その記録・保存が適切にされているか。

Ⅵ．法定福利
1.労災保険・雇用保険に加入しているか。

2.健康保険・厚生年金保険に加入しているか。

1.運輸安全マネジメントの実施は適切か。

※「重点」の項目は、巡回時において調査する38項目中〇印の9項目です。否がある場合は総合評価が1段階下がる判定となります。
※「評価点」の項目は、太枠の25項目であり、安全性評価事業（Gマーク）の点数で合計40点です。

巡回種別／評価区分 合計

10.運行指示書の作成、指示、携行、保存は適正か。

11.乗務員に対する輸送の安全確保に必要な指導監督を行っているか。

12.特定の運転者に対して特別な指導を行っているか。

13.特定の運転者に対して適性診断を受けさせているか。

Ⅳ．車両管理等

1.整備管理規程が定められているか。

2.整備管理者が選任され、届出されているか。

3.整備管理者に所定の講習を受けさせているか。

4.日常点検基準を作成し、これに基づき点検を適切に行っているか。

5.定期点検基準を作成し、これに基づき、適正に点検・整備を行い、点検整備記録簿等が
保存されているか。

Ⅲ．運行管理等

1.運行管理規程が定められているか。

2.運行管理者が選任され、届出されているか。

3.運行管理者に所定の講習を受けさせているか。

4.事業計画に従い、必要な運転者を確保しているか。

5.過労防止を配慮した勤務時間、乗務時間を定め、これを基に乗務割りが作成され、
休憩時間、睡眠のための時間が適切に管理されているか。

6.過積載による運送を行っていないか。

7.点呼の実施及びその記録、保存は適正か。

8.乗務等の記録（運転日報）の作成・保存は適正か。

9.運行記録計による記録及びその保存・活用は適正か。

Ⅱ．帳票類の
     整備、報告等

1.事故記録が適正に記録され、保存されているか。

2.自動車事故報告書を提出しているか。

3.運転者台帳が適切に記入等され、保存されているか。

4.車両台帳が整備され、適切に記入等されているか。

5.事業報告書及び事業実績報告書を提出しているか（本社巡回に限る）。

順位

Ⅰ．事業計画等

1.主たる事務所及び営業所の名称、位置に変更はないか。

2.営業所に配置する事業用自動車の種別及び数に変更はないか。

3.自動車車庫の位置及び収容能力に変更はないか。

4.乗務員の休憩・睡眠施設の位置、収容能力は適切か。

5.乗務員の休憩・睡眠施設の保守、管理は適正か。

6.届出事項に変更はないか（役員・社員・特定事業者に係る運送の需要者の名称変更等）
（本社巡回に限る）。

7.自家用貨物自動車の違法な営業類似行為（白トラの利用等）はないか。

8.名義貸し、事業の貸渡し等はないか。

平成２９年４月　適正化巡回指導項目別調査結果

区分
重
点

評
価
点

調　　査　　事　　項
指導
件数

(否)
件数

(否)率

令令和和７７年年 ７７月月 適適正正化化巡巡回回指指導導項項目目別別調調査査結結果果
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陸上貨物運送事業労働災害防止協会茨城県支部

ＴＥＬ：０２９（３０３）７２０３

ＦＡＸ：０２９（３０３）５０７０

～～ テテーールルゲゲーートトリリフフタターー特特別別教教育育 （（学学科科・・実実技技）） ～～

・・ 開開催催日日時時 ９９月月２２６６日日（（金金）） ９９：：００００～～１１６６：：００００

・・ 開開催催場場所所 茨茨城城県県トトララッックク総総合合会会館館

・・ 参参加加費費 会会 員員 ：： １１３３，，２２００００円円

非非会会員員：： １１５５，，４４００００円円

～～ 講講習習会会にに参参加加すするる方方へへおお願願いい ～～

受受講講者者のの確確認認ののたためめ、、運運転転免免許許証証のの掲掲示示ををおお願願いい

すするるここととががあありりまますす。。

ままたた、、発発熱熱等等のの症症状状ががみみらられれるる場場合合、、受受講講をを見見合合

わわせせてて下下ささいい。。

～～ 茨茨城城県県トトララッックク協協会会会会員員へへおお知知ららせせ ～～

会会員員はは技技能能講講習習（（フフォォーーククリリフフトト、、ははいい作作業業主主任任者者、、小小型型

移移動動式式ククレレーーンン））をを労労働働局局長長登登録録教教習習機機関関ににおおいいてて受受講講しし

たた場場合合、、おおよよびび陸陸災災防防茨茨城城県県支支部部主主催催ののテテーールルゲゲーートトリリフフ

タターー特特別別教教育育をを受受講講ししたた場場合合、、トトララッックク協協会会へへのの請請求求にによよりり

一一定定額額のの助助成成金金がが支支給給さされれまますす。。

詳詳細細はは、、トトララッックク協協会会業業務務部部へへおお尋尋ねね下下ささいい。。
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